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平
成
二
十
二
年
九
月
十
日
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
に
32
会

の
メ
ン
バ
ー
四
十
名
が
集
合
し
ま

し
た
。
卒
業
以
来
五
十
三
年
ぶ
り

に
初
参
加
の
方
も
お
り
、
大
阪
、

愛
知
等
遠
方
か
ら
の
出
席
者
も
多

く
、
楽
し
く
賑
や
か
な
集
ま
り
と

な
り
ま
し
た
。
宴
の
前
に
、
三
浦

行
義
︵
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
︶
さ
ん
か
ら
、
軽
妙
な
ト
ー
ク

を
披
露
し
て
戴
き
ま
し
た
。
其
の

中
で
地
元
の
私
達
よ
り
流
暢
な
秋

田
弁
と
、
華
麗
な
フ
ラ
ン
ス
語
を

対
比
さ
せ
、
発
音
、
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
も
に
似
て
い
る
点
を
面

白
く
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
大

阪
か
ら
出
席
し
た
三
浦
昭
爾
さ
ん

の
乾
杯
で
、
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

駅
前
校
舎
の
秋
高
健
児
に
戻
り
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
頃
、
偶
然
隣

室
で
開
催
さ
れ
て
お
っ
た
﹁
33

会
﹂
か
ら
青
山
先
生
、
石
川
錬
治

郎
さ
ん
︵
元
秋
田
市
長
︶
来
室
し
、

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日

に
、
昭
和
三
十
二
年
卒
秋
高
健
児

十
七
名
が
柏
市
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ

テ
ル
へ
集
合
し
ま
し
た
。
当
時
の

三
年
Ｂ
組
、
担
任
は
我
ら
が
︽
タ

ム
テ
ツ
︾
こ
と
、
田
村
鉄
男
先
生
、

今
年
で
八
十
七
歳
、
ま
ず
挨
拶
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
﹁
久
し
ぶ
り

だ
も
の
ま
ず
飲
も
う
！
皆
も
元
気

で
何
よ
り
だ
﹂
で
、
一
気
に
座
は

盛
り
上
が
り
、
た
ち
ま
ち
昭
和
の

駅
前
校
舎
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
延

長
と
化
し
、
会
話
が
は
ず
み
、
談

笑
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
田
村

先
生
は
彼
の
︽
土
井
晩
翠
︾
の
教

え
子
で
あ
り
、﹁
諸
君
は
何
の
担

当
の
先
生
と
思
う
か
？
﹂
私
た
ち

が
﹁
国
文
学
、
漢
文
﹂
と
か
答
え

る
と
﹁
誰
も
が
そ
う
思
う
だ
ろ
う

が
、
実
は
英
語
の
教
師
で
あ
り
、

其
の
ほ
か
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ

語
が
堪
能
で
あ
り
、
二
高
生
な
の

だ
か
ら
、
せ
め
て
三
カ
国
語
程
度

マ
ス
タ
ー
し
な
さ
い
﹂
と
諭
さ
れ

愕
然
と
し
た
思
い
が
あ
っ
た
と
、

懐
か
し
く
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
三
年
Ｂ
ク
ラ
ス
愛
唱

歌
、
土
井
晩
翠
作
﹁
星
落
秋
風
五

丈
原
﹂
を
全
員
で
大
き
な
声
で
大

合
唱
し
ま
し
た
。

︵
Ｓ
32
卒
　
國
安
志
郎
︶

ま
た
ま
た
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

終
宴
に
は
、
三
年
振
り
に
ガ
ン
を

克
服
し
た
、
佐
々
木
信
吾
副
会
長

の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
、

全
員
で
♪
天
上
遥
か
に
～
を
大
合

唱
し
、
二
次
会
へ
と
移
行
し
ま
し

た
。

︵
Ｓ
32
卒
　
國
安
志
郎
︶

北
秋
田
支
部
同
窓
会
が
七
月
三

十
一
日
、
北
秋
田
市
の
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
松
尾
﹁
耕
ホ
ー
ル
﹂
で
開
か

れ
た
。
北
秋
田
市
と
上
小
阿
仁
村

に
住
む
幅
広
い
世
代
の
二
十
人
が

出
席
、
母
校
と
同
支
部
の
一
層
の

発
展
を
誓
い
合
っ
た
。

旧
鷹
巣
阿
仁
支
部
を
改
称
し
て

初
と
な
る
二
年
ぶ
り
の
開
催
。
奈

良
正
人
幹
事
長︵
Ｓ
41
年
卒
︶の
開

会
の
言
葉
に
続
き
、
藤
原
高
司
支

部
長︵
Ｓ
29
年
卒
︶が
﹁
母
校
の
発

展
を
願
い
、
今
後
も
世
代
の
隔
て

な
く
交
流
を
深
め
て
い
こ
う
﹂
と

述
べ
た
。

総
会
で
は
、
新
調
し
た
同
窓
会

旗
も
お
披
露
目
さ
れ
、
記
念
撮
影

で
一
緒
に
パ
チ
リ
。
会
員
一
同
の

表
情
も
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
に
移
り
、
出

席
者
全
員
で
校
歌
を
高
ら
か
に
歌

い
上
げ
た
後
、
寺
田
事
務
局
長
の

発
声
で
乾
杯
。
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、

思
い
出
話
な
ど
に
花
を
咲
か
せ
た
。

当
地
に
赴
任
し
た
ば
か
り
の
会
員

に
先
輩
諸
氏
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
送

る
場
面
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

様
々
な
知
己
を
得
て
交
友
を
深
め

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

﹁
秋
田
弁
﹂は

フ
ラ
ン
ス
語

秋
高
32
年
卒
同
期
会
総
会 つ

　
　
ど
　
　
い

土
井
晩
翠
は

英
語
の
教
師

３
年
Ｂ
組
・
田
ム
鉄
先
生

同
窓
会
旗
を

新
調
し
披
露

北
秋
田
支
部
総
会

40
周
年
を
祝
う

昭
和
45
年
卒
仙
台
﹁
横
の
会
﹂

昭和45年卒、秋高同窓会仙台支部「横の会」の40周年記念の
集いが、７月３日仙台市で開かれた。
当日は故郷秋田はもちろん、遠くは沖縄からも参加、52名が

同期のきずなを深めあった。


